
 サービス提供にあたり、当事業所の重要事項を説明します。

１．当事業所が提供するサービスについての相談窓口

電話 ０７７８―３４―１４４０ （午前８時３０分～午後５時３０分まで）

担当 介護支援専門員　　　寺山　佳代子

＊ ご不明な点は、なんでもおたずねください。

２．指定居宅介護支援事業所「さざんかホール」の概要

（１） 居宅介護支援事業者の指定番号およびサービス提供地域

事業所名 指定居宅介護支援事業所「さざんかホール」

所在地 福井県丹生郡越前町朝日22字7の1

介護保険指定番号

サービスを提供する

地域 ＊

＊上記地域以外の方でもご希望の方はご相談ください。

（２） 同事業所の職員体制 

管理者

（３） 営業時間

午前８時３０分～午後５時３０分

下記へ連絡いただければ、当日勤務者が介護支援専門員に連絡を入れて折り返し

＊ 緊急連絡電話   ０７７８―３４―１４４０ 

＊ 緊急連絡先   　光道園・朝日　居宅介護支援事業所「さざんかホール」

３．居宅介護支援の申し込みからサービス提供までの流れと主な内容

① 利用者の居宅を訪問し、利用者及び家族に面接して情報を収集し、解決すべき課題を把握します。

② 当該地域における指定居宅サービス事業者等に関するサービスの内容、利用料等の情報を

公正中立な立場で適正に利用者およびその家族に提供し,利用者および家族にサービスの

選択を求めます。

③ 利用者および家族は、複数の指定居宅サービス事業者等を紹介するよう求めることができます。

④ 利用者および家族は居宅サービス計画に位置付けた指定居宅サービス事業所の選定理由の

説明を求めることができます。

⑤ 提供されるサービスの目標、その達成時期、サービスを提供する上での留意点等を盛り込ん

だ居宅サービス計画の原案を作成します。

⑥ 居宅サービス計画の原案に位置づけた指定居宅サービス等について、保険給付の対象とな

るか否かを区分したうえで、その種類、内容、利用料等について利用者およびその家族に

説明し、利用者から文書による同意を受けます。

⑦ その他、居宅サービス計画作成に関する必要な支援を行います。

⑧ 利用者およびその家族の居宅を毎月１回は訪問し、利用状況や経過の把握に努めます。利用者の

状態が安定しているなど、一定の要件を満たした上で、利用者の同意及びサービス担当者会議で

主治医、担当者その他の関係者の合意が図られた場合、テレビ電話装置等を活用した

月～金

土･日・祝日・１２月２９日～１月３日は休業です。ただし夜間などを通じて緊急等の場合、

連絡する２４時間体制をとっています。

5名
介護支援専門員 2名

主任介護支援専門員 １名 従業者、業務管理 １名

介護支援専門員
主任介護支援専門員 2名

居宅介護支援の提供

居宅介護支援重要事項説明書兼契約書別紙

＜ 令和      年     月     日 現在 ＞

1　8　7　2　0　0　0　1  ８  ５

越前町

資格 常勤 非常勤 業務内容 計



モニタリングを行います。尚、少なくとも２月に１回は利用者の居宅を訪問します。



⑨ 居宅サービス計画の目標に沿ってサービスが提供されるよう指定居宅サービス事業者等との

連絡調整を行います。また必要に応じサービス担当者会議を開催します。

⑩ 利用者の状態について定期的に再評価を行い、状態の変化等に応じて居宅サービス計画

変更の支援、要介護認定区分変更申請の支援等の必要な対応をします。

⑪ 医療と介護の連携を促進する観点から、入院時に担当ケアマネジャーの氏名等を入院先に

ご提示ください。

4．利用料金

（１） 利用料

  要介護または要支援認定を受けられた方は、介護保険制度から全額給付されるので自己負担は

ありません。

＊ 保険料の滞納等により、保険給付金が直接事業者に支払われない場合、１ヶ月につき要介護

度に応じて下記の金額をいただき、当事業所のサービス提供証明書を発行いたします。

後日、お住まいの市町村窓口にサービス提供証明書を提出しますと、全額払戻を受けられます。

要介護１・２　　1,086単位　　　要介護度３・４・５　　1,411単位

・ その他、個別で必要となる利用料

1単位は10円となります。国の定めた地域区分によって若干利用料金が異なります。

サ　ー　ビ　ス　内　容

  

（２） 交通費

前記２の（１）のサービスを提供する地域にお住まいの方は無料です。

それ以外の地域の方は、交通費の実費が必要です。

ターミナルケア 在宅で死亡した利用者に対し、終末期の医療やケアの
方針に関する意向を把握した上で、死亡日及び死亡日
前１４日以内に2日以上居宅を訪問し、心身の状態等を
記録し、主治医及び居宅サービス計画に位置付けた居
宅サービス事業所に提供した場合。

400単位

マネジメント加算

緊急時等居宅 病院又は診療所の求めにより、当該病院又は診療所の
職員と共に利用者の居宅を訪問し、カンファレンスを行
い、必要に応じて居宅サービス等の利用調整を行った
場合。

200単位

カンファレンス加算

連携3回 × 900単位

通院時情報 病院又は診療所において医師又は歯科医師の診察を
受ける際に同席し、必要な情報のやり取りを行った場合
に加算されます。

50単位
連携加算

カンファレンス参加無 カンファレンス参加有
連携1回 450単位 600単位
連携2回 600単位 750単位

入院時情報連携 病院又は診療所に入院した日の翌日又は翌々日に当
該病院又は診療所の職員に対して必要な情報を提供し
た場合に加算されます。

200単位
加算（Ⅱ）

退院・退所加算 利用者が退院して居宅にて居宅サービスを利用する際に病院と面談を行
い、情報提供を受け、居宅サービス計画を作成して居宅サービスの調整
を実施した場合に加算されます。

特定事業所 中重度者や支援困難なケースへ積極的な対応を図り、
専門性の高い人材を確保して質の高いケアマネジメント
を実施、医療機関と連携し、求めに応じケアプランを交
付します。また、地域における人材育成を行います。

421単位
加算（Ⅱ）

入院時情報連携 病院又は診療所に入院した日のうちに、当該病院又は
診療所の職員に対して必要な情報を提供した場合に加
算されます。

250単位
加算（Ⅰ）

加算名称 利用料
初回加算 新規、要支援者が要介護認定を受けた場合、要介護認

定が2区分以上変更された場合に加算されます。
300単位



（３） 解約料

利用者はいつでも契約を解約することができ、一切料金はかかりません。

（上記地域の境界から居宅まで片道１km当たり１０円となります。）



５．サービスの利用方法

（１）サービスの利用開始

当事業所介護支援専門員がお伺いし、契約を終結した後、サービスの提供を開始いたします。

（２）サービスの終了

① 利用者の都合でサービスを終了する場合

 いつでもご連絡ください。

② 当事業所の都合でサービスを終了する場合

 人員不足等やむを得ない事情により、サービスの提供を終了させていただく場合がござい

ます。その場合は、終了１ヶ月前までに文書で通知するとともに、地域の他の居宅介護支

援事業者をご紹介いたします。

③ 自動終了

 以下の場合は、双方の通知がなくても、自動的にサービスを終了いたします。

・ 利用者が介護保険施設に入居した場合

・ 介護保険給付でサービスを受けていたご利用者の要介護認定区分が、非該当（自立）と

  認定された場合

・ 利用者が死亡した場合

④ その他

 利用者や家族などが当事業所や当事業所の介護支援専門員に対して本契約を継続し

難いほどの背信行為（身体的、精神的ハラスメント含む）を行った場合は、文書で通知することにより、

即座にサービスを終了させていただく場合がございます。

６．当事業所の居宅介護支援の特徴等

（１） 運営の方針

利用者の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう

介護サービス計画を適性かつ公平に提供します。

（2） サービス利用のために

事  項 備   考
介護支援専門員の変更 変更を希望される方はお申し出ください
調査（課題把握）の方法 居宅サービス計画ガイドラインを使用します
介護支援専門員への研修の実施 ・年間研修計画に応じる

・特定事業所加算に応じた研修計画
・自己研鑽による研修計画

（3） 適切な事業運営のために

７．業務継続計画の策定

当該業務継続計画に従い必要な措置を講じます。

定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。

また、介護支援専門員に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を

８．感染症の予防及びまん延の防止のための措置

事業所は、感染症が発生した際の予防、またはまん延防止のために、次の各号に掲げる

措置を講じます。

事業所は、感染症や自然災害の発生時において、ご利用者に対する指定居宅介護支援事業の

提供を継続的に実施するため及び非常時の体制での早期の業務再開を図るための計画を策定し、

定期的に実施します。

有無
○
－

○

事業計画や財務内容の資料をご要望に応じていつでも閲覧することができます。



①事業所における感染症の予防及びまん延防止のための対策を検討する委員会

 （テレビ電話装置等を活用して行うことができるものとする）をおおむね6月に1回以上開催します。

 その結果を、介護支援専門員に周知徹底します。

②事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備します。

③介護支援専門員に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を

 定期的に実施します。

９．虐待の防止

事業所は、虐待の発生またはその再発を防止するため、次の各号に掲げる措置を講じます。

①事業所における虐待防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等を活用して

行うことができるものとする）を定期的に開催するとともに、その結果について、

介護支援専門員に周知徹底を図ります。

②事業所における虐待防止のための指針を整備します。

③介護支援専門員に対し、虐待防止のための研修を定期的に実施します。

④虐待防止の措置を講じるための担当者を配置します。

１０．サービス内容に関する相談・苦情及び虐待防止に関する相談

利用者からの相談・苦情及び虐待防止に関する相談は苦情処理・虐待防止マニュアルに

そって解決に向けて必要な措置を講じます。

苦情受付担当者 　　　 　　　　　　松村　早苗　・寺山佳代子　 電話　０７７８－３４－１４４０

苦情解決責任者　　　　　常務理事　　　  荒木　博文　　 　　　電話　０７７８－３４－１２２０堀　浩二

虐待防止責任者　　　　　管理者　　　 　　松村　早苗　　　　　 電話　０７７８－３４－１４４０

その他、当所以外にも区市町村の相談・苦情窓口等に苦情を伝えることができます。

越前町介護福祉課 電話 ０７７８－３４－８７１5

福井県国民健康保険団体連合会 ０７７６－５７－１６１１

令和　　　年　　　月　　　日

 居宅介護支援の提供開始にあたり、利用者に対して契約書および本書面に基づいて

重要な事項を説明しました。

事業者

所在地 福井県丹生郡越前町朝日22字7の1

名称 指定居宅介護支援事業所「さざんかホール」 印

説明者 所属 介護支援専門員

氏名 印

  私は、契約書および本書面により、事業者から居宅介護支援についての重要事項の

説明をうけました。

利用者 住所

氏名 印

また、当事業所の介護支援専門員への苦情等は下記窓口へお申しつけください。

寺 山 佳 代 子



（代理人） 住所

氏名 印


